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令
和
３
年
度
事
業
計
画

【
は
じ
め
に
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
未

だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
。
今
年

に
入
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
徐
々
に
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
全
員
に
行
き

渡
る
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
、
未

だ
に
謎
の
多
い
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ

と
を
鑑
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
予
断
は

許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。
引
き
続
き
、

職
員
、
利
用
者
あ
わ
せ
体
調
管
理
に

留
意
し
、
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
で
き
る
よ
う
感
染
防
止
対
策
に
努

め
て
い
く
。

【
福
祉
事
業
活
動
】

　

法
人
施
設
の
建
て
替
え
に
向
け
、

事
業
の
見
直
し
も
含
め
た
具
体
的
な

構
想
を
固
め
る
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定

の
３
年
毎
の
見
直
し
が
な
さ
れ
、
瑞

穂
町
の
地
域
区
分
が
上
が
っ
た
。
基

本
報
酬
は
実
績
に
基
づ
く
単
価
設
定

に
は
変
わ
り
な
い
が
、
就
労
移
行
支

援
事
業
に
お
い
て
は
基
本
報
酬
単
価

の
算
定
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
前
年

度
の
み
対
象
と
し
て
い
た
就
労
実
績

が
、
前
々
年
度
の
実
績
も
算
定
の
対

象
と
な
っ
た
。
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

に
関
し
て
は
、
高
工
賃
の
支
給
が
評

価
基
準
と
な
る
「
平
均
工
賃
月
額
に

応
じ
た
報
酬
体
系
」
と
、
利
用
者
の

様
々
な
働
く
意
欲
に
応
え
な
が
ら
就

労
や
生
産
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
の

協
同
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
に

対
す
る
「
利
用
者
の
就
労
や
生
産
活

動
等
へ
の
参
加
を
以
て
一
律
に
評
価

す
る
報
酬
体
系
」
の
二
つ
報
酬
体
系

が
設
け
ら
れ
、
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

当
法
人
の
３
つ
の
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
は
、
前
者
の
工
賃
実
績
に
よ
る

報
酬
体
系
を
選
択
し
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
利
用
者
の
工
賃
向
上
を
目
指

す
事
業
所
と
し
て
運
営
を
し
て
い
く
。

　

市
内
唯
一
の
就
労
移
行
支
援
事
業

所
で
あ
る
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
は
、
こ

れ
ま
で
就
労
実
績
を
積
ん
で
い
る
一

方
で
定
員
割
れ
の
状
態
が
続
い
て
お

り
、
自
力
で
の
施
設
運
営
が
出
来
な

く
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
体
制
に
つ

い
て
早
急
に
検
討
、
対
応
し
て
い
く
。

　

職
員
の
資
質
向
上
を
目
指
す
。
人

事
考
課
を
通
じ
て
個
々
の
目
標
や
、

求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
を
確
認
し
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
れ
る
よ
う
に

す
る
。
研
修
委
員
会
が
中
心
と
な
り

法
人
内
部
の
研
修
体
制
を
整
え
、
継

続
的
な
実
施
を
目
指
し
て
い
く
。

　

虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
中
心
と

な
り
各
現
場
で
日
々
の
支
援
の
中
で

虐
待
の
予
防
、
虐
待
を
見
逃
さ
な
い

体
制
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
。
虐
待
防

止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
及
び
虐
待
防
止

委
員
会
を
開
催
す
る
。

　

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
、
あ
か
つ
き
授

産
所
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
の
３
つ

の
事
業
所
に
於
い
て
第
三
者
評
価
を

実
施
す
る
。

【
就
労
支
援
事
業
活
動
】

　

前
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
就
労
支

援
事
業
は
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
後

半
か
ら
持
ち
直
し
て
き
た
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
収
束
の
目
処
は
立
っ
て
お
ら

ず
事
業
の
先
行
き
も
不
透
明
だ
が
、

当
年
度
も
事
業
確
保
に
努
め
、
利
用

者
の
作
業
確
保
と
工
賃
向
上
を
目
指

し
て
い
く
。
印
刷
事
業
の
縮
小
を
進

め
て
い
く
一
方
で
、
前
年
度
よ
り
準

備
を
進
め
て
い
る
新
規
事
業
の
稼
働

に
向
け
営
業
活
動
を
行
う
。
ど
の
作

業
も
取
引
先
か
ら
の
信
用
・
信
頼
を

失
わ
な
い
様
、
丁
寧
で
確
実
な
仕
事

を
心
掛
け
て
い
く
。
ま
た
、
施
設
外

就
労
や
武
蔵
村
山
市
と
の
委
託
契
約

に
よ
る
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は
一
般

就
労
の
訓
練
と
し
て
有
効
な
事
業
と

な
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
ス
キ
ル
向

上
と
一
般
就
労
へ
の
更
な
る
意
欲
に

繋
が
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
続
け
る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
お
け
る
目

標
平
均
工
賃
を
あ
か
つ
き
授
産
所

26,000

円
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

15,000

円
、
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

18,000

円
と
す
る
。

　

工
賃
向
上
に
む
け
た
事
業
そ
の
も

の
の
見
直
し
に
よ
る
利
益
増
の
取
り

組
み
や
作
業
量
の
確
保
は
勿
論
の
こ

と
、
利
用
者
の
や
り
が
い
や
意
欲
を

支
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
利
用

者
の
可
能
性
を
引
き
出
し
伸
ば
し
て

い
く
事
も
重
要
な
支
援
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
そ
の
視
点
と
工
夫
を
怠
ら
な

い
よ
う
職
員
は
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
地
域
生
活
】

　

瑞
穂
町
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉

セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
は
今
年
度
よ
り
新

た
に
５
年
間
の
指
定
管
理
契
約
を
結

び
、
実
質
６
年
目
に
突
入
し
た
。
瑞

穂
町
福
祉
作
業
所
は
、
利
用
者
の
生

活
や
心
を
豊
か
に
す
る
支
援
の
一
環

と
し
て
作
業
の
他
に
も
社
会
参
加
の

機
会
を
設
け
る
。
利
用
者
の
生
活
拠

点
と
な
る
地
域
社
会
と
の
繋
が
り
も

大
切
に
し
、
地
域
交
流
事
業
へ
も
積

極
的
に
参
加
す
る
。

　

瑞
穂
町
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉

セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
の
う
ち
、
障
が
い

児
支
援
を
行
う
タ
イ
ム
ケ
ア
で
は
、

個
々
の
成
長
を
支
援
す
る
上
で
様
々

な
体
験
を
大
切
に
し
て
い
る
が
、
提

供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
す

す
め
、
よ
り
特
徴
の
あ
る
支
援
を
目

指
す
。
ま
た
、
介
助
を
伴
う
重
度
障

が
い
者
支
援
を
行
う
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
活
動
や
体

験
の
機
会
を
提
供
し
、
個
別
支
援
計

画
の
目
標
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
す

る
。

　

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
必
要

と
し
て
い
る
利
用
者
の
地
域
生
活
を

支
援
で
き
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
の
把
握

と
課
題
を
整
理
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
に
繋
げ
て
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
、
瑞
穂
町
よ
り
委
託

を
受
け
運
営
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害

者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
登
録

者
の
就
労
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
必
要

と
な
る
支
援
を
行
う
。
就
職
実
績
を

重
ね
る
と
同
時
に
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
就
労
定
着
に
力
を
入
れ
る
。

【
地
域
福
祉
】

　

地
域
の
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に

尽
力
し
て
い
く
。
自
立
支
援
協
議
会

や
障
害
支
援
区
分
審
査
会
へ
の
委
員

派
遣
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
自
立

支
援
協
議
会
の
各
部
会
に
も
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
く
。
他
に
も
地
域
の

関
係
団
体
等
と
連
携
を
は
か
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、
地
域
の
障

が
い
者
・
児
の
生
活
が
よ
り
豊
か
と

な
る
よ
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、

地
域
子
供
交
流
会
を
実
施
す
る
他
、

瑞
穂
町
に
於
い
て
は
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
相
談
支
援
の
窓
口
を

開
設
し
て
い
く
。

２
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令和３年度あかつきコロニー予算書
自 2021 年４月１日   至 2022 年３月 31 日

法人全体 （単位：千円）
勘　　定　　科　　目 本年度予算 前年度予算 差異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収　

入

就労支援事業収入 86,240 81,260 4,980

障害福祉サービス等事業収入 327,871 320,992 6,879

生活保護事業収入 300 260 40

その他の事業収入 0 524 △ 524

借入金利息補助金収入 16 23 △ 7

経常経費寄附金収入 230 220 10

受取利息配当金収入 15 15 0

その他の収入 560 503 57

事業活動収入計（１） 415,232 403,797 11,435

支　

出

人件費支出 270,082 264,210 5,872

事業費支出 28,614 29,631 △ 1,017

事務費支出 27,155 27,513 △ 358

就労支援事業支出 86,240 82,360 3,880

支払利息支出 19 27 △ 8

その他の支出 200 410 △ 210

事業活動支出計（２） 412,310 404,151 8,159

事業活動資金収支差額 （３）＝（１）－（２） 2,922 △ 354 3,276

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収　

入

施設整備等補助金収入 0 0 0

設備資金借入金収入 0 0 0

その他の施設整備等による収入 0 0 0

施設整備等収入計（４） 0 0 0

支　

出

設備資金借入金元金償還支出 792 792 0

固定資産取得支出 0 737 △ 737

固定資産除却・廃棄支出 0 374 △ 374

その他の施設整備等による支出 0 0 0

施設整備等支出計（５） 792 1,903 △ 1,111

施設整備等資金収支差額 （６）＝（４）－（５） △ 792 △ 1,903 1,111

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収　

入

積立資産取崩収入 0 0 0

拠点区分間繰入金収入 5,030 8,150 △ 3,120

サービス区分間繰入金収入 4,078 2,857 1,221

その他の活動による収入計（７） 9,108 11,007 △ 1,899

支　

出

積立資産支出 2,000 5,000 △ 3,000

拠点区分間繰入金支出 5,030 8,150 △ 3,120

サービス区分間繰入金支出 4,078 2,857 1,221

その他の活動による支出計（８） 11,108 16,007 △ 4,899

その他の活動資金収支差額 （９）＝（７）－（８） △ 2,000 △ 5,000 3,000

予備費支出（10） 130 509 △ 379

当期資金収支差額合計 （11）=（３）＋（６）＋（９）－（10） 0 △ 7,766 7,766

前期末支払資金残高（12） 0 0

当期末支払資金残高 （11）＋（12） 0 △ 7,766 7,766
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令
和
２
年
度
事
業
報
告

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
受
け
、
三
度
に
わ
た
る
緊
急
事

態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
。
第
一
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
で
は
、
在
宅
の
可

能
な
利
用
者
は
自
宅
待
機
や
在
宅
支

援
へ
切
り
替
え
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
し
て
い
る
利
用
者
は
感
染
防

止
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
受
け
入
れ

を
行
っ
た
。
そ
の
後
は
個
々
の
状
況

に
応
じ
て
通
所
再
開
の
支
援
を
行
っ

た
。
ま
た
、
本
部
施
設
で
は
利
用
の

時
間
短
縮
を
継
続
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
徐
々
に
始
ま
っ
て
い
る
一
方

で
、
感
染
力
の
強
い
変
異
型
ウ
イ
ル

ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
危
機
感
は
一

層
高
ま
っ
て
い
る
。
感
染
予
防
対
策

と
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
幸
い
に
も

施
設
内
感
染
は
免
れ
た
が
、
い
つ
誰

が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
あ
る
。
引
き
続
き
感
染
予
防
対
策

を
し
っ
か
り
続
け
て
い
く
。

【
福
祉
事
業
活
動
】

　

利
用
者
の
就
職
に
よ
る
退
所
で
登

録
者
数
が
減
っ
た
セ
ル
プ
あ
か
つ

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
新
規
受
け
入
れ
が
一
時
期

滞
っ
た
た
め
に
減
員
分
を
補
え
な

か
っ
た
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
、
緊
急

事
態
宣
言
に
伴
う
密
集
密
接
回
避
の

た
め
に
利
用
調
整
を
行
っ
た
瑞
穂
町

心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
で
は
、
利
用
率
減
少
に
よ
り

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
収
入
が

大
き
く
減
少
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
法
人
全
体
の
資
金
収
支
差
額
は

△
４
８
７
万
円
（
前
年
度
４
５
９
万

円
）、
事
業
活
動
増
減
差
額
は
52
万

円
（
前
年
度1,434

万
円
）
と
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
の
中
、

一
般
就
職
者
数
は
セ
ル
プ
あ
か
つ
き

か
ら
６
名
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
か

ら
２
名
の
合
計
８
名
で
あ
っ
た
。

　

半
年
に
一
度
、
職
員
の
人
事
考
課

を
行
っ
た
。
各
職
員
は
自
己
評
価
を

行
い
、
リ
ー
ダ
ー
職
員
と
の
面
談
を

通
し
て
職
務
に
於
け
る
課
題
と
目
標

を
確
認
し
た
。

　

本
部
３
施
設
で
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
委
員
会
を
毎
月
合
同
で
開
催

し
、
リ
ス
ク
発
生
状
況
の
把
握
と
リ

ス
ク
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

令
和
２
年
度
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告

件
数
は
16
件
だ
っ
た
。
傾
向
と
し
て

は
屋
外
、
朝
の
通
所
時
間
帯
、
昼
休

み
等
、
職
員
の
目
が
行
き
届
き
に
く

く
な
る
と
こ
ろ
で
リ
ス
ク
が
発
生
し

や
す
い
事
を
再
確
認
す
る
結
果
と

な
っ
た
。
他
に
通
退
所
時
の
見
守
り

支
援
を
実
施
し
た
。

　

研
修
委
員
会
が
中
心
と
な
り
内
部

研
修
を
企
画
、
実
施
し
た
。
研
修
に

実
施
に
あ
た
り
職
員
よ
り
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
、
関
心
の
高
か
っ
た

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
外
部
講
師

を
招
い
て
学
習
し
た
。
外
部
研
修
は
、

年
度
前
半
は
概
ね
延
期
若
し
く
は
中

止
と
な
り
、
後
半
は
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
が
主
流
と
な
り
開
催
も
増
え
た
が
、

全
体
と
し
て
は
受
講
の
機
会
は
少
な

か
っ
た
。
職
員
の
通
信
教
育
に
よ
る

社
会
福
祉
主
事
資
格
取
得
の
為
の
支

援
を
実
施
し
た
。

　

虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

半
年
に
１
度
、
虐
待
防
止
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
用
い
て
支
援
を
振
り
返
る

機
会
を
設
け
た
。
全
職
員
が
虐
待
防

止
に
つ
い
て
学
習
の
機
会
を
も
っ
た
。

各
部
署
に
配
置
し
て
い
る
虐
待
防
止

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
会
議
に
て
、
状

況
や
課
題
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。

年
度
末
に
虐
待
防
止
委
員
会
を
開
催

し
た
。

　

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
に
於
い
て
第

三
者
評
価
を
実
施
し
た
。

【
就
労
支
援
事
業
活
動
】

　

就
労
支
援
事
業
は
、
法
人
全
体
で

事
業
活
動
増
減
差
額
は
△
45
万
円
と

な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
事
業
収
益

は
何
処
の
事
業
所
も
前
年
度
減
と
な

り
法
人
全
体
で8,338

万
円
だ
っ
た
。

軽
作
業
関
係
で
は
、
Ｄ
Ｍ
の
封
入
や

土
産
物
用
の
菓
子
の
箱
折
は
数
が
一

時
激
減
し
た
。
年
度
前
半
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
自
動
車

製
造
業
に
と
っ
て
大
打
撃
と
な
り
ス

ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
実
施
す
る
自
動

車
の
ゴ
ム
管
加
工
は
、
そ
の
あ
お
り

を
ま
と
も
に
受
け
た
。
年
度
後
半
か

ら
持
ち
直
し
て
き
た
も
の
の
、
前
半

の
減
収
を
取
り
戻
す
ま
で
に
は
至
ら

ず
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
。
印
刷
事

業
は
、
学
校
関
係
の
受
注
が
激
減
し
、

年
度
当
初
見
積
も
っ
て
い
た
金
額
を

大
き
く
下
回
っ
た
。
ウ
エ
ス
事
業
は

原
料
の
仕
入
れ
が
困
難
と
な
り
受
注

に
十
分
に
応
え
ら
れ
ず
売
り
上
げ
に

影
響
が
出
た
。
一
方
で
、
同
じ
自
動

車
関
連
で
も
交
換
用
部
品
を
扱
う
自

動
車
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
組
立
や
、

軽
作
業
の
使
用
済
み
布
巾
の
洗
濯
作

業
な
ど
は
、
幸
い
な
こ
と
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ス
ル
に
よ
る
影
響
を
受
け

ず
に
済
ん
だ
。

　

厳
し
い
状
況
の
中
、
作
業
の
効
率

化
に
よ
り
加
工
高
の
維
持
を
図
り
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
あ
か
つ
き
授

産
所
と
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
於
い

て
利
用
者
の
平
均
工
賃
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
た
。

【
地
域
生
活
】

　

運
営
開
始
か
ら
５
年
目
と
な
り
指

定
管
理
契
約
の
最
終
年
度
と
な
っ
た

心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
は
、
新
た
に
５
年
間
の
指
定

管
理
契
約
を
結
ん
だ
。
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
で
は
、
感
染
リ
ス

ク
の
高
い
活
動
は
控
え
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
が
、
利
用
者
が
楽
し
め
る
よ

う
な
催
し
を
企
画
、
実
施
し
た
。
ト

イ
レ
介
助
環
境
改
善
の
た
め
に
ト
イ

レ
ス
ペ
ー
ス
の
改
修
を
行
っ
た
。
タ

イ
ム
ケ
ア
事
業
で
は
自
宅
ま
で
の
帰

り
送
迎
を
開
始
し
た
。
心
身
障
害
者

（
児
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
が
出

た
こ
と
に
よ
り
施
設
内
感
染
の
有
無

の
確
認
の
為
、
２
日
間
、
利
用
者
の

利
用
を
控
え
た
。

　

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
化
に
よ
る
新
た

な
課
題
の
顕
在
化
や
、
ご
家
族
の
抱

え
る
課
題
へ
の
対
応
、
長
期
継
続
的

な
対
応
が
必
要
な
ケ
ー
ス
等
、
ケ
ー

ス
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
と
の
調
整
、

連
絡
を
密
に
行
い
な
が
ら
対
応
し
た
。

計
画
等
の
作
成
数
は
４
３
４
件
と
な

り
前
年
度
よ
り
68
件
増
加
し
た
。
内

64
件
が
障
が
い
児
だ
っ
た
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
は
３
月
末
現
在
登
録

者
数
が
３
８
８
名
、
新
規
登
録
は
28

名
だ
っ
た
。
就
職
者
は
44
名
と
な
っ

た
。
瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
３
月
末
現
在
の
登
録
者

は
１
３
８
名
、
新
規
登
録
者
は
３
名

だ
っ
た
。
就
職
者
数
は
22
名
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
前
年
度
よ
り
も
就
職

者
数
が
増
加
し
て
お
り
堅
調
に
実
績

を
重
ね
て
い
る
。
一
方
で
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
る
休
職
や
離
職
も
目

立
っ
た
。
就
労
と
そ
の
継
続
に
は
、

基
盤
と
な
る
生
活
の
安
定
は
不
可
欠

で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
活
に

係
る
支
援
が
増
加
し
て
お
り
、
生
活

課
題
の
対
応
へ
の
比
重
が
大
き
く
な

り
つ
つ
あ
る
。
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
と
も
連
携
し
対
応
し
た
。
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【
地
域
福
祉
】

　

地
域
の
自
立
支
援
協
議
会
や
こ
れ

に
付
随
す
る
委
員
会
、
専
門
部
会
へ

の
職
員
派
遣
、
障
害
支
援
区
分
審
査

会
へ
の
職
員
派
遣
を
行
い
地
域
福
祉

向
上
へ
の
取
り
組
み
に
協
力
し
た
。

他
に
も
各
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体

と
の
会
議
、
連
絡
会
を
通
し
て
、
福

祉
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
共
有
し
、
障

が
い
者
・
障
が
い
児
の
支
援
の
向
上

を
目
指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を

推
進
し
た
。

　

瑞
穂
町
で
は
町
内
所
在
の
社
会
福

祉
法
人
が
「
福
祉
く
ら
し
の
相
談
窓

口
」
と
し
て
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を

拾
い
上
げ
る
機
能
を
担
っ
て
お
り
、

当
法
人
で
は
瑞
穂
町
心
身
障
害
者

（
児
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
、
瑞

穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
、
瑞
穂
町

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
３
事

業
所
が
こ
の
地
域
公
益
活
動
に
参
加

し
た
。

　

ま
た
、
公
益
的
な
取
り
組
み
と
し

て
例
年
実
施
し
て
い
る
地
域
子
ど
も

交
流
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
し
た
。

他
に
、
瑞
穂
町
に
て
生
活
困
窮
者
等

の
相
談
支
援
の
実
施
機
関
と
連
携
し
、

生
活
困
窮
者
等
の
就
労
準
備
の
支
援

を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

人
事
異
動
に
伴
い
事
業
の
継
続
が
困

難
に
な
っ
た
た
め
、
上
半
期
を
以
て

終
了
し
た
。

貸　借　対　照　表
令和 3 年 3 月 31 日現在

（単位：円）
資　産　の　部 負　債　の　部

当年度末 前年度末 増　　減 当年度末 前年度末 増　　減

流動資産 154,046,010 152,220,451 1,825,559 流動負債 45,466,301 38,680,058 6,786,243

　現金預金 111,967,026 112,313,927 △ 346,901 　事業未払金 10,739,184 11,907,442 △ 1,168,258

　事業未収金 6,855,335 9,341,018 △ 2,485,683 　その他の未払金 23,269,703 18,322,216 4,947,487

　未収金 33,373,388 33,729,880 △ 356,492 　未払費用 2,959,339 △ 2,959,339

　受取手形 654,060 △ 654,060 　預り金 31,436 -31,436

　商品・製品 552,785 699,100 △ 146,315 　職員預り金 374,628 52,527 322,101

　原材料 2,218,227 2,094,598 123,629 　賞与引当金 12,820,000 12,750,000 70,000

　立替金 658,955 524,218 134,737 　その他の流動負債 △ 1,737,214 △ 7,342,902 5,605,688

　前払費用 127,508 176,552 △ 49,044

　仮払金 30,000 30,000 固定負債 2,376,000 3,168,000 △ 792,000

　その他の流動資産 △ 1,737,214 △ 7,342,902 5,605,688 　設備資金借入金 2,376,000 3,168,000 △ 792,000

固定資産 269,027,477 267,157,020 1,870,457 負債の部合計 47,842,301 41,848,058 5,994,243

基本財産 199,098,443 203,916,701 △ 4,818,258 純　資　産　の　部

　土地 92,920,862 92,920,862 基本金 156,178,608 156,178,608

　建物 105,877,581 110,695,839 △ 4,818,258 　基本金 156,178,608 156,178,608

基本特定積立資産 300,000 300,000 国庫補助金等特別積立金 107,681,443 110,498,177 △ 2,816,734

その他の固定資産 69,929,034 63,240,319 6,688,715 　国庫補助金等特別積立金 107,681,443 110,498,177 △ 2,816,734

　構築物 2 2 その他の積立金 63,791,748 58,791,748 5,000,000

　機械及び装置 2,379,833 549,307 1,830,526 　備品購入積立金 13,184,337 13,184,337

　車輌運搬具 4 5 △ 1 　修繕積立預金 33,838,886 33,838,886

　器具及び備品 3,879,733 3,891,485 △ 11,752 　人件費積立金 2,468,525 2,468,525

　権利 177,714 177,714 　施設整備積立金 14,000,000 9,000,000 5,000,000

　備品購入積立資産 13,184,337 13,184,337 　基本特定積立金 300,000 300,000

　修繕積立資産 33,838,886 33,838,886 次期繰越活動増減差額 47,579,387 52,060,880 △ 4,481,493

　人件費積立資産 2,468,525 2,468,525 　次期繰越活動増減差額 47,579,387 52,060,880 △ 4,481,493

　施設整備積立資産 14,000,000 9,000,000 5,000,000 　（うち当期活動増減差額） 518,507 14,337,685 △ 13,819,178

  長期前払費用 130,058 △ 130,058 純資産の部合計 375,231,186 377,529,413 △ 2,298,227

資産の部合計 423,073,487 419,377,471 3,696,016 負債及び純資産の部合計 423,073,487 419,377,471 3,696,016
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資 金 収 支 計 算 書
( 自 ) 令和 2 年 4 月 1 日 ( 至 ) 令和 3 年 3 月 31 日

第１号第１様式
（単位：円）

勘　定　科　目 予　算 決　算 差　異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収　

入

就労支援事業収入 81,260,000 78,588,629 2,671,371

障害福祉サービス等事業収入 320,992,000 320,898,333 93,667

生活保護事業収入 260,000 294,960 △ 34,960

その他の事業収入 524,000 524,700 △ 700

借入金利息補助金収入 23,000 22,563 437

経常経費寄附金収入 220,000 213,270 6,730

受取利息配当金収入 15,000 5,786 9,214

その他の収入 503,000 507,451 △ 4,451

    事業活動収入計 （1） 403,797,000 401,055,692 2,741,308

支　

出

人件費支出 264,210,000 263,918,927 291,073

事業費支出 29,631,000 27,192,547 2,438,453

事務費支出 27,513,000 24,326,059 3,186,941

就労支援事業支出 82,360,000 81,225,544 1,134,456

支払利息支出 27,000 26,643 357

その他の支出 410,000 460,788 △ 50,788

　事業活動支出計 （2） 404,151,000 397,150,508 7,000,492

　　　　事業活動資金収支差額 （3）=（1）－（2） △ 354,000 3,905,184 △ 4,259,184

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

その他の施設整備等による収入 130,058 △ 130,058

　施設整備等収入計 （4） 130,058 △ 130,058

支　

出

設備資金借入金元金償還支出 792,000 792,000

固定資産取得支出 737,000 2,737,240 △ 2,000,240

固定資産除却・廃棄支出 374,000 374,000

　施設整備等支出計 （5） 1,903,000 3,903,240 △ 2,000,240

　　　　施設整備等資金収支差額 （6）=（4）－（5） △ 1,903,000 △ 3,773,182 1,870,182
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入 　その他の活動収入計 （7）

支
出

積立資産支出 5,000,000 5,000,000

　その他の活動支出計 （8） 5,000,000 5,000,000

　　　その他の活動資金収支差額 （9）=（7）－（8） △ 5,000,000 △ 5,000,000

　　　　　　　予備費支出（10） 509,000 509,000

    当期資金収支差額合計 （11）=（3）+（6）+（9）－（10） △ 7,766,000 △ 4,867,998 △ 2,898,002

前期末支払資金残高 （12） 123,496,695 △ 123,496,695

当期末支払資金残高 （11）+（12） △ 7,766,000 118,628,697 △ 126,394,697
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事 業 活 動 計 算 書
( 自 ) 令和 2 年 4 月 1 日 ( 至 ) 令和 3 年 3 月 31 日

第２号第１様式
（単位：円）

勘　定　科　目 当年度決算 前年度決算 増　減

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収　

益

就労支援事業収益 78,588,629 96,751,650 △ 18,163,021

障害福祉サービス等事業収益 320,898,333 319,328,551 1,569,782

生活保護事業収益 294,960 309,460 △ 14,500

その他の事業収益 524,700 651,760 △ 127,060

経常経費寄附金収益 213,270 219,269 △ 5,999

　サービス活動収益計 （1） 400,519,892 417,260,690 △ 16,740,798

費　

用

人件費 263,988,927 253,406,424 10,582,503

事業費 27,192,547 28,578,671 △ 1,386,124

事務費 24,326,059 20,824,200 3,501,859

就労支援事業費用 81,581,371 99,026,745 △ 17,445,374

減価償却費 5,403,583 6,265,331 △ 861,748

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 5,095,734 △ 4,513,313 △ 582,421

　サービス活動費用計 （2） 397,396,753 403,588,058 △ 6,191,305

　サービス活動増減差額 （3）=（1）－（2） 3,123,139 13,672,632 △ 10,549,493

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収　

益

借入金利息補助金収益 22,563 28,935 △ 6,372

受取利息配当金収益 5,786 6,907 △ 1,121

その他のサービス活動外収益 507,451 883,941 △ 376,490

　サービス活動外収益計 （4） 535,800 919,783 △ 383,983

費　

用

支払利息 26,643 34,167 △ 7,524

その他のサービス活動外費用 460,788 220,554 240,234

　サービス活動外費用計 （5） 487,431 254,721 232,710

　　サービス活動外増減差額 （6）=（4）－（5） 48,369 665,062 △ 616,693

　経常増減差額 （7）=（3）+（6） 3,171,508 14,337,694 △ 11,166,186

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益

　特別収益計 （8）

費　

用

固定資産売却損・処分損 374,001 9 373,992

国庫補助金等特別積立金積立額 2,279,000 2,279,000

　特別費用計 （9） 2,653,001 9 2,652,992

　特別増減差額 （10）=（8）－（9） △ 2,653,001 △ 9 △ 2,652,992

　　　当期活動増減差額 （11）=（7）+（10） 518,507 14,337,685 △ 13,819,178

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

　　　　前期繰越活動増減差額 （12） 52,060,880 49,723,195 2,337,685

　　　　当期末繰越活動増減差額 （13）=（11）+（12） 52,579,387 64,060,880 △ 11,481,493

　基本金取崩額 （14）

　その他の積立金取崩額 （15）

　その他の積立金積立額 （16） 5,000,000 12,000,000 △ 7,000,000

次期繰越活動増減差額 （17）=（13）+（14）+（15）－（16） 47,579,387 52,060,880 △ 4,481,493
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あかつきコロニー組織図

財　 産 　 目 　 録
令和 3 年 3 月 31 日現在

（単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額
Ⅰ　資産の部
１　流動資産
　　現金預金 ― 運転資金として ― ― 111,967,026
　　事業未収金 ― 就労支援事業収入未収金 ― ― 6,855,335
　　未収金 ― 3 月分　訓練等給付費 ― ― 33,373,388
　　商品・製品 ― 就労支援事業商品棚卸し ― ― 552,785
　　原材料 ― 就労支援事業材料棚卸し ― ― 2,218,227
　　立替金 ― 3 月分　水道光熱費　他 ― ― 658,955
　　前払費用 ― 保険料 ― ― 127,508
　　仮払金 ― 3 月分　諸経費 ― ― 30,000
　　その他の流動資産 ― ― ― △ 1,737,214

流動資産合計 154,046,010
２　固定資産
　（1）基本財産

　土地 法人本部拠点４ 第二種社会福祉事業、公益
事業に使用 92,920,862 92,920,862

　建物 法人本部拠点７、
あかつき授産所拠点１

第二種社会福祉事業、公益
事業に使用 385,993,499 280,115,918 105,877,581

　基本特定積立資産 基本財産として保有する ― ― 300,000
基本財産合計 199,098,443

　（2）その他の固定資産

　構築物 避難用ブリッジ
あかつき授産所拠点 ― 第二種社会福祉事業である

あかつき授産所に使用 675,000 674,998 2

　機械及び装置 四色機等　計 35 点 ― 事業運営に使用 109,995,438 107,615,605 2,379,833
　車輌運搬具 計５台 ― 利用者送迎、就労支援事業用 6,426,330 6,426,326 4
　器具及び備品 PC、空調設備等　計 55 点 ― 事業運営に使用 24,032,373 20,152,640 3,879,733
　権利 電話加入権 ― 事業運営に使用 ― ― 177,714

　備品購入積立資産 りそな銀行　村山支店 ― 器具・機械等の購入・交換
の目的のための積立 ― ― 13,184,337

　修繕積立資産 りそな銀行　村山支店 ― 器具・機械・建物等の修理・
修繕の目的のための積立 ― ― 33,838,886

　人件費積立資産 多摩信用金庫　残堀支店 ― 給与及び賃金等、職員処遇に
必要な経費に充てるための積立 ― ― 2,468,525

　施設整備積立資産 りそな銀行　村山支店 ― 将来における建物建替えの
目的のための積立 ― ― 14,000,000

その他の固定資産合計 69,929,034
固定資産合計 269,027,477
　資産合計 423,073,487

Ⅱ　負債の部
１　流動負債
　事業未払金 ― 3 月分　水道光熱費　他 ― ― 10,739,184
　その他の未払金 ― 3 月分　水道光熱費　他 ― ― 23,269,703
　職員預り金 ― 3 月分　社会保険料　他 ― ― 374,628
　賞与引当金 ― ― ― 12,820,000
　その他の流動負債 ― ― ― △ 1,737,214

流動負債合計 45,466,301
２　固定負債

　設備資金借入金 独立行政法人
福祉医療機構 ― ― ― 2,376,000

固定負債合計 2,376,000
　負債合計 47,842,301
  差引純資産 375,231,186
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山形県をお届け！

瑞穂町福祉作業所さくら瑞穂町福祉作業所さくら

疑似疑似疑似

春の
レクレーション春

の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
為
に
昨
年
に
続

き
今
年
度
も
施
設
内
で
の
自
粛
の
形
で
行

い
ま
し
た
。
何
か
新
鮮
で
新
し
い
事
は
出

来
な
い
も
の
か
と
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
と

こ
ろ
へ
、
旅
行
会
社
か
ら
と
て
も
良
い
イ

ベ
ン
ト
の
提
供
が
あ
り
、
検
討
し
た
結
果

お
願
い
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
さ
く
ら
の
駐
車
場
に
突
如
、

疑
似
の
さ
く
ら
ん
ぼ
農
園
が
現
れ
、
木
々

に
は
山
形
県
産
地
直
送
の
美
味
し
そ
う
な

佐
藤
錦
が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
早
速
「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」
を
行
い

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず
は
昼
食
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る

昼
食
は
、「
山
形
和
牛
カ
ル
ビ
弁
当
」と「
ま

ぐ
ろ
い
く
ら
丼
」
か
ら
の
選
択
で
す
。
お

好
み
で
選
ん
で
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
特
に
山
形
和
牛
カ
ル
ビ
肉
は
と
て
も

柔
ら
か
く
て
美
味
で
し
た
。

さ
て
、
５
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
の
開
始
で
す
。

木
々
に
付
い
て
い
る
実
を
口
に
ほ
お
ば

り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

に
“
も
う
夢
中
”
で
す
。
種
の
苦
手
な
方

は
種
抜
き
器
を
使
い
な
が
ら
美
味
し
そ
う

に
満
足
げ
に
食
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
順
番
ま

だ
か
な
？
」
と
待
っ
て
い
る
間
は
、
革
の
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
を
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
賑

や
か
に
行
い
、
完
成
品
を
手
に
自
慢
げ
に
見

せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。
作
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
は
旅
行
会
社
か
ら
頂
い
た
「
山
形
県
の
ち

ょ
っ
ぴ
り
お
土
産
」
と
一
緒
に
さ
く
ら
か
ら

の
お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
、
利
用
者
さ
ん
か
ら
「
ま
た
や

り
た
い
」「
ま
た
お
願
い
し
ま
す
」
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
さ
て
、
次
の
企
画
は
何
に
し
ま
し
ょ

う
。
次
回
も
必
ず
や
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
き
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た

い
と
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
〜
！
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マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
＆

　
　
　
　
　
　

制
作
活
動

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
＆

　
　
　
　
　
　

制
作
活
動

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
・
あ
か
つ
き
授
産
所
・
ス
ペ
ー
ス
ま
ど
か

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
・
あ
か
つ
き
授
産
所
・
ス
ペ
ー
ス
ま
ど
か

春
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

春
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

　

５
月
15
日
土
曜
日
に
春
レ
ク
と
し
て
、「
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
＆
制
作
活
動
」
を
行
な
い
ま

し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
焼
き
肉
や
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
を
食
べ
、
お
菓
子
な
ど
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
楽
し
む
予
定
の
春
レ
ク
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

実
施
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
単

に
中
止
と
い
う
こ
と
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
の

楽
し
み
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
、
職

員
が
知
恵
を
絞
っ
て
今
回
の
春
レ
ク
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
は
密
を
避
け
る
た
め
、

３
回
に
分
け
て
シ
ョ
ー
を
行
な
い
ま
し
た
。

羽
村
市
出
身
の
マ
ス
タ
ー
☆
ハ
ム
ラ
ン
さ
ん

が
フ
ォ
ー
ク
曲
げ
や
テ
ー
ブ
ル
浮
遊
、
コ
イ

ン
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
た
く
さ
ん
の
マ

ジ
ッ
ク
を
披
露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
間
近

で
マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
は
な
か

な
か
出
来
な
い
経
験
で
、
利
用
者
職
員
一
同
、

驚
き
や
歓
声
の
声
が
上
が
り
、
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

制
作
活
動
で
は
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
・

革
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
・
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
作

り
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
に
作
品

作
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
は
造
花
や
ビ
ー
ズ
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
な
が
ら
瓶
に
詰
め
て
お
り
、

そ
の
人
そ
の
人
の
セ
ン
ス
が
光
る
も
の
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り

詰
め
て
い
く
も
い
れ
ば
、
パ
ッ
と
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
詰
め
て
い
く
人
も
い
る
な
ど
、

制
作
過
程
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
い

ま
し
た
。

　

革
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
模
様
を
打
っ
て
い
く

の
で
す
が
、
革
が
厚
い
た
め
、
貫
通
せ
ず
に

苦
戦
し
て
い
る
人
が
何
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

そ
こ
は
職
員
が
ち
ょ
っ
と
だ
け
お
手
伝
い
を

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
を

完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
作
り
は
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
に

絵
を
直
接
書
く
の
で
は
な
く
、
紙
に
書
い
た

も
の
を
写
し
て
い
く
の
で
す
が
、
自
分
で
考

え
た
絵
を
描
く
人
も
い
れ
ば
、
職
員
が
用
意

し
た
絵
に
自
分
な
り
の
デ
ザ
イ
ン
を
加
え
て

い
く
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
光
る
逸
品

が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
の
お
楽
し
み
の
昼
食
は
、
い
つ
も
に
比

べ
て
ち
ょ
っ
と
だ
け
豪
華
な
お
弁
当
を
食
べ
ま

し
た
。
和
洋
中
の
中
か
ら
好
き
な
も
の
を
選
ん

で
も
ら
い
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
…
と
は
い
か
ず
、
黙
食
に
は
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
な
く
な
っ

て
例
年
通
り
の
バ
ス
に
乗
っ
て
の
春
レ
ク
が
行

え
る
と
い
い
な
と
思
う
一
方
で
、
今
回
の
よ
う

な
新
し
い
形
で
春
レ
ク
を
行
な
え
、
皆
さ
ん
が

喜
ん
で
頂
け
た
の
は
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

すご
～い
っ !
!

▲ハーバリウム制作中

▼

革
に
模
様
を
つ
け
て
い
る
様
子

▼
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
に
プ
リ
ン
ト
を
　

　
す
る
イ
ラ
ス
ト
作
成
中

▼

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て

　
の
食
事

　
役
員
・
評
議
員

理
　
事

理
事
長　

　
　
　
　

鈴
木　

賢
一

常
務
理
事

　
　
　
　

高
橋　
　

毅

理
　
事

　
　
　
　

湯
澤　
　

弘

　
　
　
　

永
井　
　

眞

　
　
　
　

熊
谷　

昌
博

　
　
　
　

五
十
嵐　

崇

監
　
事　

　
　
　
　

岩
瀬　

成
朋

　
　
　
　

鈴
木　

智
也

評
議
員

　
　
　
　

小
峯　

邦
明

　
　
　
　

浅
川　
　

勤

　
　
　
　

川
﨑　

忠
正

　
　
　
　

栗
原　

康
明

　
　
　
　

岩
瀨　

香
世

　
　
　
　

赤
澤　

正
補

　
　
　
　

古
賀　

博
紀
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新
人
紹
介

新
人
紹
介

■�５月からお世話に
な っ て お り ま す。
職員の方も利用者
の方も皆さまとて
もやさしく、明る
い雰囲気のあかつ
きで働けてうれし
いです。お役に立
てるよう頑張りま
すので、ご指導よ
ろしくお願いいた
します。絵を描く
ことと、漫画が大
好きです！
　相談支援センター
　青木　千瀬

■�新緑豊かな頃入所
しました。皆さん
いつも温かい心遣
いをありがとうご
ざいます。晴れた
日の昼下がり趣味
のガーデニングバ
ラの花一輪リビン
グへ、そんな何で
もないことが私に
はゆとりの時間で
す。宜しくお願い
致します。
　スペース・まどか
　比留間　すゞ江

■ �7 月から勤務して
おります。久しぶ
りのお仕事で週 3
日 の 勤 務 で す が、
スムーズにお仕事
ができるよう日々
頑張りたいとおも
います。施設で働
くのは初めてなの
でわからないこと
も多々ありますが
よろしくお願いし
ます。

　総　務
　関田美有紀

■ �2006 ～ 2019 年 ま で
国 立 の ス ポ ー ツ セ ン
ターでエアロバイクを
4 時 間 45 分 ～ 7 時 間
45 分やっていました。
主に毎週金曜日のアー
チェリーを得意として
おりました。

　　12 月のボーナスで英
　国製のロイヤルスチュ
　アートというタータン
　 チ ェ ッ ク 柄 の 大 判 ス
　トールを買いたいです。
　スペース・まどか
　白柳　弘之

■�令 和 3 年 の 1 月
から勤務させてい
ただいております。
今までは介護のお
仕事をしていまし
た。

　明るさが取り柄な
　ので、利用者の方々
　と共に明るく元気
　にお仕事させてい
　ただきたいと思い
　ます。
　まだまだ未熟です
　が、よろしくお願
　い致します。
　さくら
　小泉杏津実

■�好きなことは音楽
鑑賞（ビートルズ・
サザン etc）、英語・
数学系の本を読む
ことです。まどか
に通所して、一般
就労に就きたいと
思っています。

　スペース・まどか
　関﨑憲一朗

■ �4 月から作業部二
課にはいりました。

　ゆずや king&prince
　の曲を聴くのが好
　きです。
　どうぞよろしく　
　お願いいたします。

　作業部２課
　加納　沙彩

■�５月頃に入りまし
た。趣味はスマホ
ゲームやカラオケ
などです。歌はア
ニメ系や J-POP 系
な ど が 歌 え ま す。
よろしくお願いし
ます。

　スペース・まどか
　徳永　史展

■�趣 味 は 携 帯 電 話 で
YouTube を 見 る こ
ととＴＶでドラマを
見ることです。休日
ははま寿司に週一回
くらい行っています。
好きなスポーツはバ
ス ケ ッ ト ボ ー ル で、
好きな音楽は aiko で
す。よろしくお願い
します。

　スペース・まどか
　永井　章博

■�令和３年から入所
し、毎日訓練をし、
作業に取り組んで
おります。作業を
習得してしっかり
作 業 を し て い き、
過ごしていきたい
と 思 っ て い ま す。
毎日元気に取り組み
ます。よろしくお願
いします。

　スペース・まどか
　児　玉　　崇

■�今年の４月から入所しま
し た。 ま だ ま だ 分 か ら
ないことがたくさんあり
ますが、少しずつ頑張っ
ていきますのでよろしく
お願いします。最近の趣
味は休みの日にショッピ
ングセンターで買い物を
することです。よく服や
ぼうしを買ったりします。
またラジオをよく聞いた
りします。好きなラジオ
局 は MNACK5 で す。 こ
れから就職に向けて訓練
を頑張っていきます。
　セルプあかつき
　栗原　和樹

１　

月

　

５　

新
年
会�

（
法
人
施
設
）

　

７　

電
気
年
次
点
検�

（
あ
ゆ
み
）

２　

月

　

11　

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

（
あ
ゆ
み　

12
日
迄
）

　

25　

火
災
避
難
訓
練（
法
人
施
設
）

　

26  

建
物
定
期
検
査�

（
法
人
施
設
）

３　

月

　

１　

P
C
R
検
査

（
法
人
施
設　

２
日
迄
）

　

２　

地
震
火
災
避
難
訓
練（

さ
く
ら
）

　

15　

P
C
R
検
査

（
さ
く
ら
職
員　

16
日
迄
）

　

16　

消
防
設
備
点
検

（
法
人
施
設　

17
日
迄
）

　

19　

虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

（
全
体
会
議
）

　
　
　

消
防
設
備
点
検�

（
あ
ゆ
み
）

　

23　

P
C
R
検
査

（
あ
ゆ
み
職
員　

25
日
迄
）

　

22　

理
事
会

　

25　

虐
待
防
止
委
員
会

４　

月

　

15　

虐
待
防
止
委
員
会

　

20　

消
防
設
備
点
検�

（
さ
く
ら
）

　

30　

運
転
講
習（

さ
く
ら
・
あ
ゆ
み
）

５　

月

　

15　

春
レ
ク�

（
法
人
施
設
）

　

17　

保
護
者
会

（
さ
く
ら　

19
・
21
日
）

　

21　

監
事
監
査

　

24　

地
震
避
難
訓
練（

タ
イ
ム
ケ
ア
）

　

25　

地
震
避
難
訓
練�

（
地
活
）

　
　
　

お
楽
し
み
会�

（
さ
く
ら
）

　

27　

P
C
R
検
査

（
法
人
施
設　

28
日
迄
）

　

31　

防
水
工
事�

（
法
人
施
設
）

６　

月

　

２　

理
事
会

　
　
　

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会

　

７　

P
C
R
検
査

（
さ
く
ら　

８
日
迄
）

　

９　

地
震
避
難
訓
練�

（
さ
く
ら
）

　

12　

電
気
設
備
点
検�（
法
人
施
設
）

　

17　

Ｉ
Ｓ
Ｏ　

更
新
審
査

（
授
産
所
一
課　

18
日
迄
）

　

18　

第
三
者
評
価
職
員
説
明
会

（
セ
ル
プ
・
授
産
所
・
ま
ど
か
）

　

21　

評
議
員
会
、
理
事
会

　

22　

P
C
R
検
査

（
あ
ゆ
み　

25
日
迄
）

　

23　

地
震
火
災
避
難
訓
練

（
法
人
施
設
）

　

24　

P
C
R
検
査

（
法
人
施
設　

25
日
迄
）

　

７　

月

　

５　

第
三
者
評
価
利
用
者
面
談

（
セ
ル
プ
・
ま
ど
か
）

主　

な　

事　

柄



12

　

７　

瑞
穂
町
社
福
法
人
連
絡
会
・

　
　
　

全
体
会�

（
五
十
嵐
・
西
出
）

　

９　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
）

　

12　

精
神
保
健
基
礎
研
修（

細
川
菜
）

　

16　

瑞
穂
町
社
福
法
人
連
絡
会
・

　
　
　

部
会�

（
山
田
・
日
野
）

　

26　

村
山
特
支
教
員
向
け
講
演
会

（
西
出
）

　

27　

就
労
セ
ミ
ナ
ー�

（
細
川
大
）

　
　
　

武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　

28　

多
摩
障
害
就
労
支
援
実
施

　
　
　

団
体
連
絡
会�（
日
野
・
田
島
）

　

29　

相
談
支
援
現
任
者
研
修（

神
山
）

　

30　

瑞
穂
町
生
活
部
会�

（
戸
村
）

■
入
所

　

１
月　

白
柳　

弘
之　
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

荒
井　

歩
夏　
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

小
泉
杏
津
実　
（
さ
く
ら
）

　

２
月　

永
井　

章
博　
（
ま
ど
か
）

　

３
月　

渡
邊　

松
吉　
（
ま
ど
か
）

　

４
月　

栗
原　

和
樹　
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　

福
田　

弥
也　
（
授
産
所
）

　
　
　
　

加
納　

沙
彩　
（
授
産
所
）

　
　
　
　

榎
本
雄
太
郎　
（
授
産
所
）

　
　
　
　

児
玉　
　

崇　
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

渡
辺　

忠
幸　
（
と
ら
い
）

　
　
　
　

伊
藤　

久
子　
（
あ
ゆ
み
）

　

５
月　

徳
永　

史
展　
（
ま
ど
か
）

（
神
山
）

　

21　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
小
俣
）

５　

月

　

10　

体
験
ボ
ラ
会
議�

（
戸
村
）

　

14　

W
I
J
学
習
会�

（
髙
橋
）

　
　
　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
）

　

25　

東
社
協
総
会�

（
永
井
）

　

26　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
髙
橋
）

６　

月

　

１　

J
D
総
会�

（
髙
橋
）

　

９　

お
伊
勢
の
森
連
絡
会�（
冨
田
）

　

11　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
）

　
　
　

新
人
職
員
研
修�

（
佐
渡
）

　

16　

相
談
支
援
現
任
者
研
修

（
神
山　

17
日
迄
）

　
　
　

羽
村
特
別
支
援
校
運
営
連
絡

　
　
　

協
議
会�

（
西
出
）

　

18　

相
談
支
援
現
任
者
研
修�（
青
木
）

　

21　

相
談
支
援
現
任
者
研
修�（
青
木
）

　

23　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
小
俣
・
神
山
）

　

24　

就
労
ネ
ッ
ト�（
小
林
・
茂
木
）

　

29　

就
労
セ
ミ
ナ
ー�

 
（
細
川
大
）

　
　
　

西
多
摩
障
害
就
労
支
援
機
関

　
　
　

連
絡
会�
（
西
出
）

　
　
　

瑞
穂
町
生
活
部
会�

（
戸
村
）

７　

月

　

１　

精
神
保
健
基
礎
研
修（
小
林
）

　

５　

相
談
支
援
現
任
者
研
修（
大
滝
）

（
増
渕　

９
日
迄
）

　

10　

お
伊
勢
の
森
連
絡
会�（
冨
田
）

　

11　

相
談
支
援
初
任
者
研
修

（
戸
村　

12
日
迄
）

　

12　

W
I
J
理
事
会�

（
髙
橋
）

　

17　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修

（
利
根
川
）

　

18　

高
次
脳
障
害
研
修�

（
小
俣
）

　

22　

ゼ
ン
コ
ロ
Z
o
o
m

　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ�

（
遠
藤
）

３　

月

　

11　

W
I
J
学
習
会�

（
髙
橋
）

　

12　

I
C
T
モ
デ
ル
事
業
研
修

（
永
井
）

　
　
　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修（

山
田
）

　
　
　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
）

　

16　

武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　

17　

市
就
労
支
援
部
会
勉
強
会

（
小
俣
・
増
渕
・
大
庭
・
齋
藤
）

　

22　

成
年
後
見
研
修�

（
戸
村
）

　

23　

社
福
会
計
入
門
研
修�（
戸
村
）

　

30　

瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

（
戸
村
）

４　

月

　

８　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
遠
藤　

９
日
迄
）

　

12　

W
I
J
学
習
会�

 

（
髙
橋
）

　

16　

精
神
業
務
連
絡
会�

（
藤
澤
）

　

19　

ゼ
ン
コ
ロ
Z
o
o
m

　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ�

（
遠
藤
）

　

20　

武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

訃
　
　
　
報

　

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
の

藤
城　

高
雪
さ
ん
が
４
月
12

日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

青
木　

千
瀬　
（
相　

談
）

　

６
月　
比
留
間
す
ゞ
江　
（
ま
ど
か
）

　

７
月　

関
崎
憲
一
朗　
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

関
田
美
有
紀　
（
総　

務
）

■
退
所

　

１
月　

井
上　

寿
雄　
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

小
倉
ひ
ろ
み　
（
あ
ゆ
み
）

　
　
　
　

井
口　

翔
子　
（
授
産
所
）

　
　
　
　

森
田
健
太
郎　
（
授
産
所
）

　

３
月　

福
田　

弥
也　
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　

石
川　

靖
子　
（
あ
ゆ
み
）

　

４
月　

小
野　
　

緑　
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

藤
城　

高
雪　
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

菅
原　

好
美　
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

鈴
木　

康
生　
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

林
田　

健
一　
（
と
ら
い
）

　

５
月　

波
田
野　

恵　
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　

福
田　

弥
也　
（
授
産
所
）

　

７
月　

堀
之
内
勇
志　
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　

田
中　
　

豊　
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　

渡
辺　

忠
幸　
（
と
ら
い
）

　
　
　
　

西
坂　
　

直　
（
セ
ル
プ
）

　

６　

第
三
者
評
価
利
用
者
面
談

（
授
産
所　

８
日
）

　
　
　

虐
待
防
止
委
員
会

　

７　

第
三
者
評
価
利
用
者
面
談

（
ま
ど
か
）

　

15　

虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

（
武
蔵
村
山
チ
ー
ム
）

　

30　

地
震
避
難
訓
練�
（
あ
ゆ
み
）

１　

月

　

８　

相
談
支
援
初
任
者
研
修（

増
渕
）

　
　
　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
）

　

12　

相
談
支
援
初
任
者
研
修（

戸
村
）

　

14　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試
験�（
小
俣
）

　

18　

ゼ
ン
コ
ロ
Z
o
o
m

　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ�

（
遠
藤
）

　

21　

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
研
修（
林
田
）

　

22　

サ
ビ
管
更
新
研
修�

（
髙
橋
）

　

27　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
髙
橋
）

　

28　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
修（

松
本
）

　
　
　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
遠
藤　

29
日
迄
）

２　

月

　

２　

任
意
の
会�

（
冨
田
）

　

３　

サ
ビ
管
更
新
研
修�

（
永
井
）

　

５　

村
山
特
別
支
援
校
運
営
連
絡

　
　
　

協
議
会�

（
髙
橋
）

　

８　

相
談
支
援
初
任
者
研
修

出　

張　

研　

修

入
所・退
所

入
所・退
所


